日本語教育リソースルーム
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このテキストは、中・上級者向けの読解を中心としたテキストです。

日本語能力試験を勉強している学習者向けに作成しました。

このテキストを使って、読解・漢字・語彙・会話を学ぶことができます。
自分で学習する力・文章を読む力・漢字語彙力・文章を理解する力が身につきます。

～テキストの使い方の一例～
1 まず、学習者の方に、一人で読んでもらいます。

わからない言葉や漢字があっても、まずは辞書で調べるなどして、自力で読んでもらうようにします。
2 最後まで読み終わったら、わからなかった漢字を、一緒に勉強します。
難しい漢字は、＜漢字＞にピックアップしています。

（＊）がついている漢字は日本語能力検定1級程度、（＊＊）がついている漢字は検定では想定されていない漢字ですが、理解できる程度の漢字です。

ここに出てきた漢字を使って、定期的に漢字テストを行い、漢字の復習をしています。
3 漢字に引き続き、語彙の意味や使い方を、一緒に勉強します。

難しい語彙は、＜ことば＞にピックアップしています。

ここに出てきた語彙を使って、短文をつくるなどの練習をし、理解を深めています。
4 最後にテーマに関連した話題を提供し、内容について理解を深めたり、話をしたりします。
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出展及び参考図書　　
銭湯
　ストレスが多い現代人にとって、入浴は手軽にできるリフレッシュ方法の一つ。内風呂が普及した現在でも、温泉は世代を問わず大人気だ。とは言え、忙しい毎日、頻繁に温泉に行くのは大変である。
　そこで、もっと気軽に温泉気分を味わえる銭湯を活用してみてはいかがだろうか。銭湯には、体を清潔にする役割以外に、人々の憩いの場というイメージもあるが、実際に人をリラックスさせる効力が高いことも、近年明らかになってきている。
　滝や噴水などの水辺にはマイナスイオンが発生し、人体に良い影響を与えることは知られているが、銭湯もまた、マイナスイオンの宝庫である。洗い場でも湯船の中でも、自然に自律神経が整えられ、細胞が活性化する効果があるという。また、内風呂よりもはるかに大きな湯船に浸かると、心からリラックスした状態を示す脳波、α波が多量に出ることも分かっている。
湯船に浸かったときの心地よさや、湯上りの爽快感(そうかいかん)などには科学的根拠があったのだ。現代人にとって銭湯は、まさに最適なリフレッシュ施設と言える。

＜漢字＞
現代人　　　　　入浴　　　　  　手軽（＊）　　　 　内風呂
普及　　　　　　現在　　　 　 　温泉　　　　　　 　世代（＊）
大人気　　　　　毎日　　 　 　  頻繁（＊）　　     味わえる

銭湯（＊＊）　　活用　  　 　 　体　　　　　　     清潔
役割　　　  　　以外　　　    　憩いの場（＊＊）　 実際
効力　　    　　滝  　        　明らか　　　       近年（＊＊）
噴水　　　　　　水辺（＊＊）  　発生（＊）         人体（＊）
影響　　　　  　宝庫（＊＊）　　洗い場　　       　湯船（＊＊）
自然に　　　  　自律（＊）  　　神経　　　         整える（＊）
細胞（＊＊）　  活性化（＊＊）　効果　　　     　　浸かる

状態　　　　 　 脳波（＊）　　  多量　　    　 　　格別（＊）
科学的　   　　 根拠（＊）　 　 最適（＊＊）　     施設（＊）

＜ことば＞
・・・を問わず

とは言え

温泉　

銭湯　　　　　　　　　　　　　[image: image4.png]~X




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・・・もまた　　　　　　　　　　　　　
はるかに

まさに

＜短文をつくる＞　　

上のことばのどれかを使って

＜話す＞
　あなたのリフレッシュ方法について
万博
　万国博覧会は、世界各国が人類の文化と産業の成果を展示して、相互の理解と交流を深める目的で、１９世紀半ばのヨーロッパで誕生した。第１回の開催は、１８５１年のロンドン万博で、その後、アメリカ、フランス、オーストリアなど各国の大都市を中心に開催されてきた。

　万博は、その場限りの楽しいイベントではない。じつは、私たちの生活には、万博がきっかけとなって広まっていった製品や技術などで満ちあふれている。例えば、発明王エジソンが蓄音機や白熱電球を出展し、ベルが電話を出展したのも万博である。いまや現代人の生活に欠かせない携帯電話が登場したのは、１９７０年の大阪万博であった。

　さて、愛知県では現在、「愛・地球博」が開催されている。テーマは「自然の叡智(えいち)」。２０世紀の文明の急速な発達により、地球は今、悲鳴を上げている。その地球を、自然とのさまざまなつきあい方、知恵をとおして、未来の世代に託そうという理念に基づいている。これは、１５０年の万博の歴史から見ても、かつてない画期的なものである。世界中の人たちがみんなで地球の未来を考える、それがこれからの万博に課せられる役目かもしれない。

＜漢字＞

万国博覧会（＊＊） 　各国　　　　 　　 人類              産業

成果（＊）     　　　展示（＊）        相互              理解

誕生　             　開催（＊）　　 　 大都市            製品　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　

技術　　　　　　　   満ちあふれ　　    例えば　　　　　　発明王

蓄音機　　　　 　  　白熱　　　　　  　電球　　　　　    出展

携帯＊               登場　　　　　　  愛知県　　     　 急速

発達　               悲鳴（＊）　   　 知恵　　　        未来

世代                 託そう　　　　　  理念＊　　　      基づいて

歴史　               画期的（＊）　    課せられる　　　　役目

＜ことば＞
その場限りの・・・ではない（1）

きっかけ

いまや

悲鳴を上げる（2）

これは（3）

それが（4）

＜文の内容について＞
（1）その場限りの楽しいイベントではない

（3）これは

（4）それが

＜擬人表現（ぎじんひょうげん）＞

（2）のほかにどんなものがありますか

ゴールデンウィーク

　４月２９日のみどりの日に始まり、５月３日の憲法記念日、５日のこどもの日、それに日曜も含めると、この時期は休日が多い。普通この時期をゴールデンウィークと呼んで、休暇を楽しむ人が多い。会社によっては従業員のために、休日にはさまれた平日を休業にしてしまうので、この週は動物園や遊園地をはじめ行楽地は人でいっぱいになる。

　また、このゴールデンウィークに海外旅行に行く人も多い。一年中でいちばん気候が良い時期なので、車や電車で旅行に行く人も多い。そのため、道路も公共交通機関も混雑し、高速道路では自動車の渋滞が数十キロに及ぶこともある。列車の乗客数が定員の２００％に達することも珍しくない。

　５月５日はこどもの日で、昔から３月３日の女の子の節句ひな祭りとともに、子どものすこやかな成長を祝い、幸福を願う日である。この日は男の子の節句として武者人形を飾ったり、屋外に鯉のぼりを揚げたりする。また、柏餅やちまきを食べたり菖蒲湯に入ったりしてこの日を祝う。

＜漢字＞
憲法　　　　　　　　　記念日　　　　　　　　　時期

休暇　　　　　　　　　従業員（＊）　　　　　　動物園

遊園地　　　　　　　　行楽（＊＊）　　　　　　海外旅行　　　

気候　　　　　　　　　公共交通機関　　　　　　混雑　

高速道路　　　　　　　渋滞　　　　　　　　　　及ぶ（＊）

列車　　　　　　　　　乗客　　　　　　　　　　定員

達する　　　　　　　　節句（＊＊）　　　　　　成長

祝う　　　　　　　　　幸福　　　　　　　　　　願う

飾る　　　　　　　　　屋外

武者人形（＊＊）　　　　　　　　　　武具（＊＊）

柏餅（＊＊）　　　　　　　　　　　　菖蒲湯（＊＊）

＜ことば＞
～をはじめ

～とともに

～も含めると

～に及ぶ

～に達する

珍しくない

＜短文をつくる＞
　上の６種類のことばのどれかを使って

＜話す＞
　あなたはゴールデンウィークの休日をどのように過ごしましたか

子供の教育

　日本の子供は、非常に大切に育てられる。ベビーシッターに預けておいて親たちだけが外出することはほとんどなく、家庭内の話題もレクリエーションも子供中心に行われる。

　子供は４・５歳まで親といっしょの部屋で寝ることが多い。畳の上に布団を敷いて、子供を真中にして、いわゆる川の字になって寝る。また、子供が１０歳くらいになるまで親といっしょに入浴することもある。幼児を厳しく叱る習慣もあまりなく、どちらかというと日本の子供は甘やかされて育つと言ってもよかろう。

　父親が働きに出る家庭が大部分だから、子供のしつけや教育は母親の仕事とみなされている。保育園や幼稚園の行き帰りに母親が付き添う場面は町でよく見かけるし、子供が小学校に入ってからもＰＴＡなどの会合に出席するのはほとんどが母親だ。

　特に、学歴社会の日本では、良い大学に子供を進学させるには、幼児のときから子供の学力を向上させる必要があると信じられているため、母親たちは子供の教育に熱中しすぎる傾向がある。
＜漢字＞
非常　　　　　　大切　　　　　　育てる　　　　　　預ける

外出　　　　　　家庭内　　　　　話題　　　　　　　部屋

寝る　　　　　　畳　　　　　　　布団　　　　　　　敷く

真中　　　　　　入浴（＊）　　　幼児　　　　　　　厳しい

叱る　　　　　　大部分　　　　　教育　　　　　　　母親　

仕事　　　　　　保育園（＊）　　幼稚園

付き添う　　　　学歴　　　　　　社会　　　　　　　進学　

学力　　　　　　向上（＊）　　　必要　　　　　　　信じる

熱中　　　　　　傾向

＜ことば＞

ほとんどない
いわゆる

みなされている

信じられている

ＰＴＡ

川の字

甘やかす　　（甘える）　　（甘やかされる）

＜短文をつくる＞

＜話す＞
子供の教育について
災害時には
避難所は、地震や風水害などにより、住宅が壊れたり失われたりして生活ができなくなった時、あるいは、災害にみまわれる可能性が高く、事前に避難が必要になった場合などに開設します。

いざというときに備えて、避難所や避難場所などを、現地に行って自分の目で確認しておきましょう。また、安全に避難場所などに行くことができるか、経路を調べておくことも必要です。勤務場所近くの避難場所も調べておきましょう。

水害や地震などの災害時には被災地の一般電話回線の利用が制限される場合があります。さらに、家族が離ればなれになってしまうことも考えられます。安否の確認など家族間の連絡に「災害用伝言ダイヤル１７１」を利用しましょう。

＜漢字＞

避難所（＊）　　　　　地震　　　　　　　　　風水害（＊＊）　

住宅　　　　　　　　　壊れる　　　　　　　　失われる　　　　

生活　　　　　　　　　災害（＊）　　　　　　可能性　　　　　

事前（＊）　　　　　　必要　　　　　　　　　開設（＊＊）

備えて　　　　　　　　現地（＊）　　　　　　確認　　　

安全　　　　　　　　　経路（＊＊）　　　　　勤務（＊）　　　　

場所　　　　　　　　　水害（＊＊）　　　　　被災地（＊＊）　

一般　　　　　　　　　回線（＊）　　　　　　利用

制限　　　　　　　　　離れ　　　　　　　　　安否（＊）　　　　　　　　

連絡　　　　　　　　　伝言　　　　　　　　　

＜ことば＞
みまわれる　　　　　見舞われる　　　　　　見舞う

いざというとき

· ・も必要です

さらに

離ればなれ　　　　　　ひろびろ（広々)　　　　　たかだか（高々）

安否　　　　　　　正否　　　　　成否　　　　　賛否

＜内容＞

災害時にはどんなことがおきますか

＜伝言ダイヤル１７１＞

　　１７１に電話　　　　　

　　　　↓　

　　録音の場合は　1

　　再生の場合は　2

　　　　↓

　　被災地の市外局番からの電話番号

　　　　↓

　　30秒の伝言

金沢市
石川県金沢市は、日本三名園の一つ「兼六園」をはじめ武家屋敷や美術館など観光の名所が中心街に集中しており、ショッピングや食事もすべて歩いて行ける範囲内にある。

その中で、いま一番話題になっているのが「金沢21世紀美術館」である。この美術館は建物からしてユニークである。円形で周囲の壁はぐるっとガラスの明るい美術館。展示室もいろいろな形やサイズで、町の中を探検するように展示室をめぐるスタイルである。建物に組み込まれていたり、自分が作品の一部になったり、また、意外な場所ではトイレの中に作品が展示されていたりと、とにかく全身でアートを楽しむ空間になっている。兼六園から横断歩道を渡ってすぐの美術館に足を伸ばしてみてはどうだろうか。

今も古い町並みが残る町。折しも金沢では現在「金沢・きものでそぞろ歩き」を展開中である。きものを着て「きものパスポート」を提示すると入館料の割引などの特典がある。ゆかたでも利用可能なので、金沢の町をきもので気軽に散歩してみてはいかがだろう。

＜漢字＞

石川県（＊＊）　　　　　　金沢市（＊＊）　　　　　三名園（＊＊）　　

兼六園（＊＊）　　　　　　武家屋敷（＊）　　　　　美術館（＊）　　

観光　　　　　　名所　　　　　　中心街　　　　　　集中　　　

範囲内　　　　　建物　　　　　　円形　　　　　　　周囲　　

壁　　　　　　　展示室（＊＊）　探検（＊＊）　　　組み込まれ（＊）　

意外　　　　　　全身　　　　　　空間（＊）　　　　横断歩道　　

渡って　　　　　町並み　　　　　現在　　　　　　　展開中

提示（＊）　　　入館料（＊＊）　割引　　　　　　　特典（＊＊）　　

利用　　　　　　可能　　　　　　気軽（＊）　　　　散歩　　

＜ことば＞

三名園　　　　　　　兼六園　　　　後楽園　　　　偕楽園

～からして

～してすぐ（～てすぐ）

折しも

そぞろ歩き

きもの　　　　　　　ゆかた

～みてはいかがだろう（いかがでしょう）

＜短文をつくる＞

· ～してすぐ

· ～みてはいかがでしょう

＜話す＞

きものについて

お米のはなし

　ふっくらと炊き上がったごはんと、香りある味噌汁は、多くの日本人にとって欠かすことのできないものです。しかし、ライフスタイルの変化や食生活の欧米化のなかで、私たちの家庭の食卓には、伝統的な和食のほかにも洋風や中国風など、バラエティーに富んだ料理が並びます。

　主食のパターンも、ごはんのほかにパンや麺と多様になり、１人当たりのお米の消費量は年々減ってきています。特に若い人たちの米離れが進んでいます。一方で、ごはんの人気も根強く、銘柄にこだわったり、家庭用精米機で自家精米したりと「おいしいごはんを・・」と望む人が増えてきています。

　ごはんは糖質が主成分で、消化されるとエネルギーになりやすいのが特徴です。ごはんを主食としておかずを一緒に食べることで、栄養バランスのとれた食事になります。栄養バランスがとりやすく、どんな料理にも合うごはんの良さを、今一度見直してみましょう。

＜出典：株式会社やずや　パンフレット「お米のはなし」＞
＜漢字＞

炊き上がった　　　香り　　　　　　味噌汁　　　　　欠かすこと　　　

変化　　　　　　　食生活　　　　　欧米化　　　　　家庭　　

食卓　　　　　　　伝統的な　　　　和食　　　　　　洋風　　

中国風　　　　　　富んだ　　　　　料理　　　　　　並び　　

主食　　　　　　　麺　　　　　　　多様　　　　　　消費量　　

年々　　　　　　　減って　　　　　米離れ　　　　　一方　　

人気　　　　　　　根強く　　　　　銘柄　　　　　　精米機（＊）　　

自家精米　　　　　望む　　　　　　増えて　　　　　糖質（＊）　　　

主成分　　　　　　消化　　　　　　特徴　　　　　　一緒　　

栄養　　　　　　　見直し

＜ことば＞
· ・・欠かすことのできないものです

１人当たり

ごはん・パン・麺（主食）　と　おかず（副食）

なりやすい　　　　　なりにくい

＜内容＞
おいしいごはんを望む人は、どうしていますか

「ごはんは糖質が主成分で、消化されるとエネルギーになりやすいのが特徴です。」

この文を「ごはんの特徴は・・・です。」と、書き換えましょう

＜話す＞
あなたの家の食卓の主食は何が多いですか

ラムサール条約

ラムサール条約は、正式名称を「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約」といい、１９７１年にカスピ海沿岸イランのラムサールで採決されたことから、通称「ラムサール条約」と呼ばれています。

　この条約は、水鳥の多くは国境に関係なく渡りをすることから、国際的な取り組みが求められたため、特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地およびそこに生息・生育する動植物の保護・保全をし、湿地の賢明な利用を促進することを目的として作成されました。締約国は、国内に分布する重要な湿地を少なくとも１ヵ所以上指定・登録し、保全のための計画を作成し実施することが義務づけられています。

　２００５年２月現在、締約国は１４４ヵ国、登録湿地は１４２１ヵ所を数えています。日本では、初めに１９８０年に北海道の釧路（くしろ）湿原を登録しました。その後、登録湿地も増え、２０００年に愛知県の藤前（ふじまえ）干潟を登録したので全部で１３ヵ所の湿地が登録されています。

＜漢字＞

条約（＊）　　　　正式　　　　　　　名称（＊）　　　　　水鳥（＊＊）　

生息（＊＊）　　　国際的　　　　　　重要　　　　　　　 湿地（＊＊）　

沿岸（＊）　　　　採決（＊）　　　　通称（＊＊）　　　 国境　　

関係　　　　　　　渡り　　　　　　　取り組み　　　　　 生育（＊）

動植物　　　　　　保護（＊）　　　　保全（＊＊）　　　 賢明（＊）

利用　　　　　　　促進（＊）　　　　目的　　　　　　　 作成

締約国（＊＊）　　国内　　　　　　　分布　　　　　　　 指定

登録（＊）　　　　計画　　　　　　　実施　　　　　　　 義務

北海道（＊）　　　湿原（＊＊）　　　干潟（＊＊）

＜ことば＞

正式名称　　　　　　　　　通称　　　　　　　略称

～ことから

および

～を目的として

少なくとも・・・・以上

＜話す＞

環境にやさしい行動にはどんなものがありますか

＜話し言葉と書き言葉＞

今、話したことを書く

絵本　「あおくんときいろちゃん」

　わたしはこどもを扱い慣れていないものだから、どうしたらこどもたちをおとなしくさせることができるのかわからなかった。そのときたまたま《ライフ・マガジン》誌が手元にあって、その中の広告ページの青い紙と黄色い紙をちぎって彼らに話を作ってやったのです。ガッガリされるかもしれませんが、きっかけはこんなことだったのです。で、家に帰ってから、結構いい話ができたじゃないかというので、早速ダミーを作ってみた。たしか、次の土曜日だったと思いますが、友人が夕食にやってきて、その友人というのがこどもの本の出版社の編集者になったばかりだった。それでダミーを彼に見せたところ、彼が「それ出版します」と。ぼくにとってはそれが初めてのこどもの本になった。（絵本の作者談）

　レオニはこの最初の場面を、たった一言、「あおくんです」という表現に凝集（ぎょうしゅう）させて、デザインと言語の意味とを見事に一致させています。絵本の文章表現は、これ以上は削れないというほど削りに削ってピタリと表現するとき、かえってイラストを活性化させ、読者の中でイメージを大きくふくらませる力となります。（評論者の文）

＜漢字＞

扱い　　　　　　　　　　慣れて　　　　　　　　　手元（＊）　　　

広告　　　　　　　　　　結構　　　　　　　　　　早速

出版社　　　　　　　　　編集者　　　　　　　　　作者　　

談（＊＊）　　　　　　　最初　　　　　　　　　　場面

表現　　　　　　　　　　言語　　　　　　　　　　意味　　　　

見事　　　　　　　　　　一致　　　　　　　　　　文章　　　

削れない　　　　　　　　活性化（＊＊）　　　　　読者（＊）　　　

評論者

＜ことば＞

· ・・ものだから

きっかけは

ばかりだった

削りに削って

＜内容＞

絵本を見ましょう

絵本の感想を話してください

評論者の文についての感想を話してください

うるう秒

日本の標準時間の維持・通報を実施している独立行政法人・情報通信研究機構は９月７日、２００６年の１月1日に「うるう秒」を1秒挿入すると発表した。うるう秒調整は１９７２年から始まり、今回は７年ぶり２３回目。

　地球の公転・自転に基づき時刻を決める「天文時」と、原子時計とのずれが０.９秒に近づいたため、地球の回転についての国際観測を実施している「国際地球回転事業」がうるう秒の挿入を決めた。前回の調整は１９９９年の元日だった。

　調整は、２００６年１月1日の午前８時５９分５９秒と午前９時００分００秒の間に、午前８時５９分６０秒を挿入して行う。電波時計や放送局などが時刻合わせに使う標準電波等、各種の標準時サービスも機構が調整した時刻を提供する。

＜漢字＞

標準時間　　　　　　　　維持　　　　　　　　通報（＊＊）　　

実施　　　　　　　　　　独立　　　　　　　　行政（＊）　　

法人（＊＊）　　　　　　情報　　　　　　　　通信　　　

研究　　　　　　　　　　機構（＊）　　　　　挿入（＊＊）　　

発表　　　　　　　　　　調整　　　　　　　　公転（＊＊）　　　

自転（＊）　　　　　　　基づき　　　　　　　時刻　

天文（＊＊）　　　　　　原子（＊）　　　　　回転　

観測　　　　　　　　　　事業（＊）　　　　　午前　

電波　　　　　　　　　　放送局　　　　　　　提供（＊）

＜ことば＞

２００６年１月1日８時５９分６０秒

～年ぶり　　　　　　　～週間ぶり　　　　　　久しぶり

独立行政法人

標準時間　　　　　日本標準時　　　　　時差　

天文　　　　　　　公転　　　　　　　自転

ずれ

＜内容＞

うるう年（２月２９日のある年）を知っていますか

あなたの国の標準時間と日本時間との時差について

フリーペーパー

　フリーペーパーが日本で増えたのはここ３０年で、特に９０年代に多くのフリーペーパーが発刊された。これらの多くは新聞折り込みを利用したものである。そのほか宅配されるものや、最近では駅や店頭にラックを設置し読者にピックアップさせるものが増加している。内容は生活雑多情報（特にお店の紹介）が中心のクーポン誌に加え、編集ページを中心とし雑誌と遜色（そんしょく）ないものも増えている。
　飲食店を探す場合、クーポン誌やインターネットを利用する人も多い。行く店が決まっている場合はインターネットで検索してクーポン券を印刷し、これから探す場合は一覧性に優れるクーポン誌で店を探すことが多い。フリーペーパーとインターネットは競合するのではなく、相互に補完する関係にあると言える。クーポン誌の場合はそのクーポンを持って来店する客数を数えることで、広告主である店は宣伝効果を計測することができる。フリーペーパー成立の基本は「クライアントに対する効果があるか」という点に尽きる。

＜漢字＞
発刊（＊＊）　　　　　　新聞　　　　　　　　　折り込み　　

利用　　　　　　　宅配　　　　　　　最近　　　　　　　駅

店頭（＊＊）　　　　　　設置（＊）　　　　　　読者　　

増加　　　　　　　　　　内容　　　　　　　　　生活　　

雑多（＊＊）　　　　　　情報　　　　　　　　　特に　　

紹介　　　　　　　　　　編集　　　　　　　　　雑誌　　

飲食店（＊＊）　　　　　探す　　　　　　　　　場合　　

検索（＊＊）　　　　　　印刷　　　　　　　　一覧性（＊＊）　

優れる　　　　　　　　　競合（＊＊）　　　　　相互　　　　　　　　　　　　　

補完（＊＊）　　　　　　関係　　　　　　　　　来店（＊）　　　　　　　

広告　　　　　　主（＊）　　　　　　宣伝　　　　　　　効果　　

成立　　　　　　　　　　基本　　　　　　　　尽きる（＊）

＜ことば＞

ここ・・年

・・・や・・・が・・・している

・・・に加え

優れる　　　　　　　　劣る

・・・ではなく・・・である

＜内容＞

次のことばを使って短文を作る

　・・や・・が・・・している　　

どんなフリーペーパーを見ますか

どのように入手しましたか

どんなことに利用しましたか

ゴマを食べる

　「ごま」はゴマ科の一年生植物です。私たちが食べているごまは、その種子です。原産はアフリカで、日本へは中国から伝えられたといわれています。ごまは春に種をまくと短期間に成長して１メートル近くになり、夏になると白やピンクの花を咲かせます。花が咲き終わると小さな実ができ、その中にもっと小さな種をたくさんつけます。秋になり熟してくると、実が自然にはじけて、小さな種が出てきます。それが私たちの食べている「ごま」です。

　ごまは種の色によって白ごまと黒ごまに分けられます。ごまの種子は約５０％が油脂分で、約２０％がたんぱく質です。その他、カルシウムやマグネシウムなどのミネラルや食物繊維が含まれています。黒ごまと白ごまの栄養成分はほぼ同じで、色素成分が違うだけです。

　ごまは種子を食べるほかに、ごまの種子をしぼってできる「ごま油」としても活用されています。日本で消費されるごまの約６割が、ごま油として加工され、食べられています。

＜漢字＞

一年生植物（＊＊）　　　　　種子（＊＊）　　　　　　原産　　

伝える　　　　　　　　　　短期間　　　　　　　　　成長　　　

咲かせ　　　　　　　　　　終わる　　　　　　　　　種　　　

熟して　　　　　　　　　　自然　　　　　　　　　　油脂（＊＊）　　

たんぱく質（＊）　　　　　食物繊維（＊＊）　　　　含まれて　　　　

栄養　　　　　　　　　　　成分　　　　　　　　　　色素（＊＊）　　　

違う　　　　　　　　　　　活用　　　　　　　　　　消費　　

約６割　　　　　　　　　　加工（＊）

＜ことば＞

一年生植物　　　　　　　　多年生植物

・・・といわれています

・・・と・・・（なり）ます

ほぼ

自然にはじけて

＜内容＞

「・・・と・・・なります」を使って短文を作りましょう

最後の行の「食べられています」の主語はなんでしょう

料理にごま、またはごま油を使いますか

〔出典及び参考〕

1　 銭湯

　　　出典：スミセイベストブック　2005年7月号　
「大きな湯船で心身ともにリフレッシュ！」

2　 万博

出典：スミセイベストブック　2005年7月号　「万博の歴史と「愛・地球博」」　

3　 ゴールデンウィーク

　　　参考図書：スリーエーネットワーク「日本語で学ぶ日本事情　中級から上級へ」　

4　 子供の教育

　　　参考図書：スリーエーネットワーク「日本語で学ぶ日本事情　中級から上級へ」　

5　 災害時には

　　　参考：名古屋市暮らしの情報「あなたの街の避難所マップ」

　　　　　　NTTコミュニケーションズ「災害伝言ダイヤル」

6　 金沢市

　　　参考：中日新聞（北陸特集）「金沢21世紀美術館」
7　 お米のはなし

　　　参考：株式会社やずや　パンフレットごはん生活「お米のおはなし」

８　ラムサール条約

　　　参考：ホームページ　外務省「ラムサール条約」

9　 絵本「あおくんときいろちゃん」

　　　参考図書：NHK人間講座「絵本のよろこび」
「あおちゃんときいろちゃん」（至光社）
10　うるう秒

　　　参考：ホームページ　IT　media　News　速報（2005年9月7日）

　　　　　　「来年の元旦は1秒だけ長い　7年ぶりにうるう秒」

11　フリーペーパー

　　　参考：有楽町かわら版（日本製紙株式会社）　
通算33号「フリーペーパーを追う」

12　ごまを食べる

　　　参考：株式会社やずや　パンフレット
〔参考図書〕

　　日本語能力試験　出題基準
（独立行政法人国際交流基金／財団法人日本国際教育協会）





�





�





� EMBED MS_ClipArt_Gallery.5  ���





このテキストを使われる方へ





私はこのテキストを使って90分の授業をしています。


皆さんなりにこのテキストを使ってみてくださいね。


最後のページに参考図書を掲載しました。


身近にある素材から、テキストづくりはできます。


皆さんも、学習者にあった教材を作ってみませんか？





日本語教育リソースルーム　


毎週火曜日・土曜日　10：00～17：00


〒460－0001　名古屋市中区三の丸2－6－1あいち国際プラザ2階


TEL：052－961－1760＜火・土以外は052－961－7904＞





日本語教育リソースルームオリジナルテキスト


「読解テキスト『読んで話そう』」
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